
出張所は西川ICすぐそば

～自らの命を自ら守るために～

１１月１７日（木）、西川町立西川中学校２年生４６名を対象に、

「自らの命を自ら守るために」をテーマとした出前講座を実施しま

した。寒河江川砂防出張所職員が講師となり、「砂防堰堤と志津

地区の地すべり、防災について」と題し、実際の土石流の映像を

見たり、砂防堰堤の目的や出張所が行っている地すべり対策に

ついて講義しました。また、当出張所で作成したオリジナルのハ

ザードマップ作成様式を配布し、生徒自らが自宅周辺の危険箇

所を書き込む「わたしのハザードマップ」を作成し、「自らの命は

自ら守る」ことについて学習しました。

その後、土石流と地すべり模型を使用した演習を行いました。

土石流模型では、土石流が起こった時に砂防堰堤が無い場合と

ある場合に下流の家や橋などの被害状況にどのような違いがあ

るか、また、地すべり模型では地すべりがどのように起こり、その

対策がどのようになされているのかなど、生徒さん自らが模型を

使って実験し、和気あいあいと観察してくれました。

堰堤が無いと･･･

西川町には、国が造

った砂防堰堤が約40

基もあるんだって！
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真剣な様子で講義を聞く

中学生のみなさん

地すべりが起きる模型

を使った、実験の様子

土石流が起きる

模型です

・今回、講座を受けて、土砂崩れを防ぐ

ために砂防堰堤というものがあることが

分かりました。模型で、土砂崩れとがけ

崩れが起こるとどうなるのかというのが

分かりやすかったです。 （女性）

・今回の防災講話を聞いて、土石流を

防いだり、地すべり対策をたくさんして

いることが分かった。避難の仕方も、時

と場所によって使い分けることもわかっ

たので、災害が起きてもしも避難する時

に役立てたいと思った。 （男性）

講義を行っている

出張所長
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１２月１５日（木）、村山地区第２回安全パ

トロールを実施しました。今回は最上川中

流部（大石田町）の現場と現場事務所を発

注者・受注者双方の視点でパトロールしま

した。検討会では、各現場の良い点・改善

点の報告をし、今後の改善策について話し

合いました。今後とも、高い安全意識をもっ

て安全施工に努めてまいります。

１１月１～２日に、新庄河川事務所初となるインフラツーリズムを開催

しました。参加されたのは（一社）斜面防災対策技術協会新潟支部の

みなさんで、当出張所管内では、志津地すべり対策工事を見学しまし

た。当日は、小雨混じりの大変寒い日となりましたが、職員や砂防ボラ

ンティアの説明に熱心に耳を傾けていました。また、志津地区の砂防堰

堤群のスケールの大きさに驚いていました。

このたび寒河江川砂防出張所では、自分で危険箇所等を書き込み完成させる

ハザードマップ様式を作成しました。次頁に様式を添付していますので、ぜひ「わ

たしのハザードマップ」を作成し、いつも見える場所に掲示し万一に備えて下さい。

（誠に申し訳ございませんが、コピーしてお使い下さい）

安全パトロールを

行いました！

西川町志津地区において

インフラツーリズムを
開催しました！

ダムや高速道路、橋

など大規模公共施設

を観光すること。

インフラツーリズム

とは？

工事現場を上空から見た様子

この白いスペ

ースに、自宅周

辺の危険箇所や

避難経路・避難

場所を書き込み

完成させます！

緊急時に必要

な、役所等の電

話番号を記載し

ています。

西川中学校の生徒さんも作成しました!!

（これは作成例です）
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